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コミュニケーション

実践セミナー
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1) 異文化コミュニケーションとグローバル人材とは？

2)
ＣＡＳＥ １ 「挨拶を成功させる」
・ 異文化コミュニケーションに潜む落とし穴を体験
・ グローバルビジネスに必要な能力とコツ

3)
ＣＡＳＥ ２ 「交渉する: ベトナム人工場長との打ち合わせ」
・ 時間の概念：その違いを捉える
・ 文化的次元の違いを捉える

4)
ＣＡＳＥ ３ 「韓国人取引先へのプレゼンを成功させる」
・ 権力格差（上下関係）についての違いを捉える
・ 曖昧さに対する寛容度の違いを捉える

5)
ＣＡＳＥ ４ 「多国籍チームをマネジメントする」
・ 新しい「チーム文化」の構築とその見える化
・ 働き方における文化的違いの把握、多様性と危機管理
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配布資料には研修の導入部分と各演習に
関する情報・指示のみが記載されています。

演習解説も含まれている投影資料は研修
後に配布いたします。

時間の関係や「ネタバレ」で受講者全員が
各演習の「主役」を体験できないので、演習
に挑戦したい方は積極的に志願して下さい。
英語を使いたい方： スティッカーを貼って下さい！

時間の関係で各演習に関わっている理論
を詳細に解説できない場合もあるので、研
修後に配布する参考資料をご覧下さい。
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1979 
ドイツ南部のバンベルク
市に生まれ育った

ドイツの陸軍に入隊
（兵役 ⇒ 志願兵）

2001 NATO の多国籍軍へ

コソボ紛争に派遣

5

2002 – 2012: 10 years in Japan

• Study （立教大学院 異文化コミュニケーション学の修士号）
• Work （Fujitsu 多言語チームにて勤務）
• Business （異文化能力開発・法人研修・教材開発） 自己紹介 （簡単に）

参加目的 （あれば）

⇒ 学びたいこと

⇒ この研修に対する期待
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1) 異文化コミュニケーションとグローバル人材とは？

私が見た日本企業の共通する「失敗」

グローバル人材の明確な定義がない！
社員全員をグローバル人材に！
グローバル人材 ＝ 英語ぺらぺら

外国人社員を活用できない（日本人化
の期待・出身国に限定された業務のみ）

？
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• 取引先の国についての知識
• 現地の言語・ビジネス習慣
• 日本人との相違点と共通点
• 外国人社員のための日本ビジ
ネス文化教育（内定辞退防止）

• 特定の文化（国）に限定されて
いない異文化教育

• 異文化学のモデルと理論、応用
• 異文化誤解の予測と回避
• 自文化理解

• 英語実践（検定対策ではなく）
• ビジネスシミュレーション
• 現時点の英語力で意思疎通を
図る訓練（工夫力）

？
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1 自 文 化 理 解 価値観・期待・コミュニケーションスタイル

2 他 文 化 理 解 文化特定・文化一般 （知識・情報・注意点）

3 発 信 力 言語力・論理性・積極性・工夫力（ツール・身振り）

4 誤 解 解 消 力 DIE法・メタコミュニケーション（確認と情報共有）

黙って相手のことを理解し、そして無条件に相手に合わせる

ことではなく、自分の意見・考え・感情も主張することが大事。

理解されるための情報発信と説明力が問われる。

Point!

？
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自文化

を知る

他文化

を知る

？
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Case

1
「挨拶を成功させる」
・ 異文化コミュニケーションに潜む落とし穴を体験
・ グローバルビジネスに必要な能力とコツ

挑戦のチャンス！

ドイツで会社の大事な顧客に会うことになりました。

ドイツ人のケンパー氏との初対面です。

TASK：

失礼のないように、初対面の挨拶をしてください！

⇒ 挨拶 Good morning.
⇒ 自己紹介 My name is...

Nice to meet you.

12
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決まった場面に人はどのように振る舞うか、それは「儀式」として
共有されている（挨拶の仕方・謝り方・食事の作法・・・）

同じ「場面」であっても、文化が異なればその「儀式」も異なる
⇒ 挨拶： お辞儀 vs 握手
更に： ドイツ式 vs アメリカ式握手, 日本 vs 韓国のお辞儀

海外出張の際、
宿泊先のホテルロビーで
待ち合わせしている人たちが
どのように挨拶を交わすかを
観察すると役に立ちます！

14

簡単な場面にも落とし穴は無数

何を話すかより…

…どのように振る舞うかは大事

知識より実践・訓練が必要

Point!
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Case

2
「交渉する: ベトナム人工場長との打ち合わせ 」
・ 時間の概念：その違いを捉える
・ 文化的次元の違いを捉える

挑戦のチャンス！
16

作業機械を製造する会社（日本）の製品に必要な減速機をある

ベトナム

の工場から調達しています。

初めての試みですので、

まずはある工場に小規模なオーダーをしてみました。

現場視察を目的に、ベトナムへの出張が決まりました！

発注日付 ： 10月1日

注文 ： 500 EA （500機の減速機）

発送予定日 ： 11月20日

工場長との面会日 ➡ 今日 11月6日

挑戦のチャンス： 英語でもOKです！

演習の進め方

1. 日本人役・ベトナム人役 志願者募集（次のスライド参照）

2. 日本人・ベトナム人 ブリーフィング

3. 10分間 演習（工場長との打ち合わせを実施、４グループ同時進行）

4. 日本人役→ベトナム人役へのフィードバック（計３分）

5. ベトナム人役→日本人役へのフィードバック（計３分）

6. 講師からのフィードバック・全体共有

発注日付 ： 10月1日

注文 ： 500 EA （500機の減速機）

発送予定日 ： 11月20日

工場長との面会日 ： 今日 11月6日
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日本人役 ２名 （計８名）

ベトナム人 工場長 １名 （計４名）

ベトナム人 社員 ３名 （計１０名）
（２名）

20

日本人役の「戦略」とその評価（良かった点・改善すべき点）：

ベトナム人工場長の意図・狙い・戦略（あなたの解釈と評価）：

21

発注日付 ： 10月1日

注文 ： 500 EA （500機の減速機）

発送予定日 ： 11月20日

工場長との面会日 ： 今日 11月6日

22

工場長は多元的な時間感覚を持っているので、一つのものに
集中するよりは同時進行で物事をこなす。（邪魔がたくさん入る）

工場長は人間関係をスケジュールより優先にしている。関係が
より深い取引先の仕事は優先される。日本人とはまだ関係が
浅いので、仕事の優先度を決めるためにはまず個人的な信頼
関係を工場長が築こうとした。（仕事から話題をずらす）

南米・東南アジアなどの多元的
時間感覚をもっている文化で仕
事をする際には、余裕をもって
出張の日程を組んで、
帰国後にも頻繁に（用がなくて
も）先方と電話して関係を深め
ると仕事がスムーズにできます。

？
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9：00 朝ミーティング
9：30 新規企画の承認
9：45 役員会議
11:30 A社とのミーティング

今日の用事： A社とのミーティング・
朝ミーティング・役員会議・

新規企画の承認・銀行の店長との
ランチ・買い物・スタッフミーティング・
息子の送り迎え・出張準備・…

？

Monochronic 単一的 Time Polychronic 多元的 Time

時間は限られているからこそ貴重な資源だ 時間はいくらでもあるから余裕が持てる

順番に一つずつの作業を行う 同時進行で複数の作業を行う

よく集中できる 長く集中できない

仕事が優先される 人間関係が優先される

納期が重要視される 納期は恣意的（状況が変われば納期も当然変わる）

計画・アジェンダーどおりに 計画・アジェンダーはあくまでも参考（目標）

時間を守ることは人間の価値（尊敬・品格）になる 人間関係の豊富さが人の価値を決める

短期的な人間関係もあり得る 長期的な（一生の）人間関係を目指す
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文化について語るためには、専門的なフレームワークと

用語が必要です。曖昧な概念で文化を説明しようとしても

単純化されるステレオタイプになる恐れがあります。

Point!

Point!

文化とは非常に複雑なシステムです。
それぞれの側面や要素を考察する必要があります。

⇒ 「文化的次元」

26

• コミュニケーションスタイル（高文脈的・低文脈的）
• 個人志向・集団志向
• 権力格差（上下関係の有り方）
• 不確実性回避（石橋を渡る前に叩くかどうか）
• 時間の捉え方 （⇒ ベトナム人工場長との交渉を参考）
• 人間関係の築き方
• ...
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Point!
「文化的次元論」などの理論や研究データを参考すると

簡単に自分と相手の共通点と相違点を推測できます。

文化次元論と各国のデータを下記のリンクから無料で参照できます：

http://geert-hofstede.com/countries.html

多文化世界 -- 違いを学び未来への道を探る原書第3版
ヘールト ホフステード (著), ヘルト ヤンホフステード (著), マイケル ミンコフ (著), 岩井
八郎 (翻訳), 岩井紀子 (翻訳)

28

挑戦のチャンス！

Case

3
「韓国人取引先へのプレゼンを成功させる」
・ 権力格差（上下関係）についての違いを捉える
・ 曖昧さに対する寛容度の違いを捉える

・・

29

TRADOSという自動翻訳ソフトを販売している日本企業に勤めているあなたは

韓国

の翻訳会社にTRADOSの

導入を提案します。

韓国の翻訳会社はまだオフィスなどを使って手動で翻訳作業を行っています。

TRADOSのメリットを先方にプレゼンすることは今回あなたの使命です！

演習の進め方

1. 二つのプレゼンテーションを同時進行に行います。

2. 日本人チーム（２）： TRADOSのプレゼンを準備・実施

韓国人チーム（２）： （ちょっと暇）・プレゼンを聞いて質問を！

3. 日本人チームはプレゼンを準備し（２５分）、

プレゼンの仕方を自ら決めます。（共通語は日本語です）

4. 韓国人チームが講師からブリーフィングを受けます。

5. プレゼンテーションを実施します。

6. 韓国の翻訳会社の質問に日本人が対応します（質疑応答）。

7. フィードバック（受講者・講師から）
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メリット デメリット

翻訳作業の時間が短縮される

TRADOSを使いこなすための研修・トレー

ニングが必要（TRADOSを嫌がる翻訳者

もいる）

複数の翻訳者が簡単に同じ翻訳データ

ベースを共有できる（用語・表現の統一）

導入（ライセンス・ソフト）コストが高い

⇒ 翻訳者一人に30万円がかかる

翻訳漏れが防止される（翻訳文の確認作

業が簡単にできる）

自動翻訳によっておかしい翻訳文が多く

なる可能性もある

DTP （文章・図解・写真などの編集作業）

が簡単になる（翻訳メモリーからターゲット

ファイルへの変換の際にはDTP作業も自

動的に行われる）

DTP編集作業に必要なスタッフが

TRADOSによって仕事を失う

（７０％のDTP担当者が不要になる）
34

• 翻訳依頼が40％増える
（TRADOSがグローバルスタンダードで、多くの依頼者がTRADOS
の使用を要求している）

• 翻訳時間が40％短縮できる
（翻訳者に支払う時給を抑え、顧客への迅速な対応が可能になる）

35

翻訳者の感想 http://www.aaronlanguage.com/essays/translation_tools_essay.htm

翻訳メモリツールの良いところは、いったん翻訳した文が再度出現したときに、訳文を
再利用できるところにあります。これは、マニュアル翻訳などの繰り返しの多い翻訳を
する場合に威力を発揮します。クライアントにとってもディスカウントにつながり利益に
なります。

過去の訳が再利用できるのは、他にもメリットがあります。何十万語という膨大な量を

翻訳するプロジェクトの場合、一定期間に仕上げるために、何人もの翻訳者が分担し
て作業を行うことになります。その際、共通の翻訳メモリがあることは、大きな力を発揮
します。

ですが、良いところばかりではありません。翻訳する際に、一文ずつ見ていく仕組みに
なっているので、パラグラフ全体を見て翻訳することが難しくなります。したがって、文
そのものは良い翻訳になっていても、パラグラフ全体の中では収まりがよくないことが
あります。

さらに、同じ製品がバージョンアップされる度にマニュアルも改訂されますが、その際
過去の翻訳メモリが存在することになります。もちろん役立つところが非常に多いので
すが、中にはおかしな翻訳も出てきます。前の文脈では上手く意訳されていたものが、
今度の文脈では当てはまらないのです。つまり、使い回しに適さないものが中に含ま
れるのです。 36

「プレゼンテーション」の評価（良かった点・改善すべき点）：

質疑応答の対応について（感想・意見・アドバイス）：
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39

韓国人は事実を曖昧に表現している。言葉で現実よりも理想（狙
い・目標・希望）を前提に「物語」を作り上げる。

韓国のような権力格差が大きい文化（上下関係の厳しい文化）で
は、決定権は一人の権力者にある。儒教の影響： 年齢＝地位

⇒若手からの質問や発言は上司の代弁（上司に向けて答える）

権力格差の大きい文化では自分
の地位を示さないと相手にされま
せん。そのためには高級のプレ
ゼント、接待やブランド品（高級
スーツ）の着こなしが必要です。
予算が厳しいなら100円シップの
品物や地元ブランドで相手を「騙
す」。

？

40

• 文脈の依存度が高く、情報が曖昧に伝達される
（喋るより空気を読む）

• 責任所在を明確にしないで、自己主張も弱い
• 謙遜と不確実性回避： 可能性が80なら50と言う

• 感情・個人の意見・自己利益が熱く主張される
• 現実をありのまま話すより理想論が前提になる：
可能性が80なら100と言う

⇒ 言葉が独り歩き（暴走）する： 記録が保険に！

• 文脈の依存度が低く、情報が明確に伝達される
（空気が読めない・言わないとわからない）

• 自己主張が強いが、論理・倫理が重要視される
• 謙遜もウソになる： 可能性が80なら80 と言う

？

？

41

挑戦のチャンス！

Case

4
「多国籍チームをマネジメントする」
・ 新しい「チーム文化」の構築とその見える化
・ 働き方における文化的違いの把握、
多様性と危機管理

Intercultural Challenge:
リーダーとしてこれから活躍するチームの
多様性を業務に活かすためにチームの新
しい「文化」を形成させなければならない。

各グループにて同時進行でこの演習を行います

１名が日本人役のチームリーダーを担当します

残りの方は外国人役を演じます（簡単・適当に）

日本人役のみが多文化マネジメント演習に挑戦できるので、チャンスは

各グループの１名の方にしかありません！

（挑戦したい方は志願してください）
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Situation:

• あなたはAsian Sales Task Forceの責任者に就任しました。

• チームメンバーは:

韓国人、ベトナム人、シンガポール人、インド人それぞれ１名です。

• 本日チームメンバーは招集されて今回のミーティングで初めて顔合わせます。

• 初ミーティングのアジェンダと目的は全てあなた次第です！
自己紹介は既に済みました

これから一緒に働くための関係作りと環境作りを意識してください

【多様性】と【文化的差異の共有】が今後あなたの課題となる

進め方:

1. 挑戦したい日本人役を決める （計４名）

2. 外国人役を決める（演じやすい国籍をご自由に選んでも構わない）

3. 20～30分間（予定）のミーティングを実施（全グループ同時進行）

4. 日本人役からのフィードバック（戦略・目的・目標・難しかったことなど）

• 3分

5. 外国人役から日本人役へのフィードバック（感想、良かったこと、アドバイス）

• 5分 （1名＠1分 max）

6. 全体で感想を共有

45

「リーダー」の評価（良かった点・改善すべき点）：

46

• 業務自体については話し合わなくても結構
• これからどのように一緒に働くかを考えて下さい
• 話し合いを見える化にして下さい
• どのように指示・評価・フィードバック・ホウレンソウ
を行うか、リーダーへの期待とは何か…

上下関係が厳しい文化
の出身者にお勧め：

？

47

既存の文化（やり方）に適応することによって：

• 多様性（効果）が減少する

• 勝ち負け（適応する人にとってストレス・不満）が発生する

⇒ 新しい第三の文化の構築によって、多様性に伴う衝突や摩擦

を緩和することが可能になる

上手なリーダーは文化について話すとき
に、「国」や「文化」をことばにしないで、
全てを個人レベルに置き換えています。

「日本人は」・「中国人は」と国や文化レ
ベルで話すと、メンバーは反感を覚えて
リーダーに対する信頼と好意感を失いま
す。

48

高い多様性により
可能になった価値
あるイノベーション

高い多様性により
発生した価値ない
失敗作や問題

縦軸：イノベーションの価値（低⇒高）

横軸：チームメンバーの同質性（高⇒低） つまり：

多様性が低い ⇒ 多様性が高い

Lee Fleming: http://hbr.org/2004/09/perfecting-cross-pollination/ar/1

？
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Step 1 チームのゴールと課題（業務内容）の確認と共有

Step 2 チームメンバーのそれぞれの文化（価値観・やり方・期待）に
おける相違点と共通点を確認・共有させる

Step 3
文化的次元論を使ってチームの異文化プロフィールを作成
（ピンポイントで文化的違いによる問題を未然に察知する）
⇒ チームリーダーが行う作業（共有も可能）

Step 4 チームメンバー全員と一緒に共同作業・チーム内のコミュニ
ケーションに関するルールを決める

Step 5 各メンバーのリーダーや会社に対する期待を確認・把握する

Step 6 上記を参考に作り上げたチーム文化のルールや注意事項・要
望などを見える化 ⇒ メンバーのサインによる同意・承認

Step 7
日々の業務において新しい文化への各メンバーの
適応をチェックし、同意されたルールが業務に効果
的かどうかを確認する

何度も繰
り返す

Step 8 必要に応じてルールを変えていく

？

50

グループ内で話し合って共有してください

本日の研修で学んだことは何ですか？（一番印象に残ったこと）

本日の研修で学んだことを今後どのように活かしますか？


